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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、慢性疾患患者の主体性を引き出す看護実践の新たな手段としてワ
ークショップを導入し、療養生活の学習支援方法を構築することであった。地域高齢者を対象としたダンスワー
クショップでは、参加者の90％以上が主観的健康や社会的健康を実感し、身体活動や社会参加に前向きな姿勢を
得られたことが明らかになった。さらに、このワークショップの主な成功要因として、以下3点が明らかになっ
た。理論に基づいた有効なプログラム、参加者の特性をアセスメントできるファシリテーター、さらには、参加
者の特性とプログラム内容を調整できる人材がいたことである。

研究成果の概要（英文）：　This study created a workshop that takes as its theoretical foundation the
 new health concept: "The ability to adapt and self-manage in the face of social, physical, and 
emotional challenges," (Huber, 2011) to help chronic illness patients live independently in society.
 Due to the pandemic, dance workshops were held for local residents (children, adults and the 
elderly) instead of patients. Questionnaire results showed that more than 90% of participants 
experienced subjective health and social health benefits, and gained a positive attitude toward 
physical activity and social participation. Interviews with facilitators revealed that effective 
workshops require effective programs based on theory, facilitators who understand participants' 
characteristics, and staff who can reconcile the program with participants' characteristics. 

研究分野： 慢性看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究で得られた成果は、慢性疾患患者の主体性を引き出す看護実践の新たな手段としてのワークショップの
発展につながるものである。さらには、ワークショップがもつ、対象に応じてプログラムデザインを調整すると
いう特性を活かし、慢性疾患患者に限らず、幅広い対象に向けて新たな健康概念「なんとかやりくりする能力」
の獲得を働きかける学習方法としての活用が期待できる。
　

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 慢性疾患患者が社会的な関係性の中で病いとともに生きることに折り合いをつけていく
過程は、医療社会学における Strauss の work（Strauss 1984＝1987）や Bury の「伝記の断
絶と再建」（Bury 1982）をはじめ、様々な学問領域で長きにわたって議論されてきたテー
マである。臨床家の立場からは、A.Kleinman が「医療の目的は、疾患過程のコントロール
と、病いの経験に対するケアとの両方である」（Kleinman 1988= 1996：335）ことを示し、
「ヘルスケアシステムを下から支えている価値観を変えること」（Kleinman 1988= 1996：
335）によって、慢性疾患に対応可能なシステムが実現される可能性を示唆している。 
 近年、こうした慢性疾患患者の経験に関する研究が進むと同時に、健康と病気のとらえ方
も、動態的・能動的・主体的なイメージ（疾患をかかえ、それに伴うさまざまな支障に悩ま
されながらもなおよりよく生きようとしている）へとシフトしてきた。オランダの女性医師 
M,Huber らの国際的な研究グループは、「高齢化や疾病傾向が変化している現代において、
WHO の定義 は望ましくない結果を生む可能性すらある」として、新たな健康概念”the 
ability to adapt and self-manage in the face of social, physical, and emotional challenges” 
（Huber 2011）を提起した。これを日本語訳した松田純は「社会的・身体的・感情的問題
に直面したときに適応しなんとかやりくりする能力」（松田 2014）と表現し、この新しい健
康概念は、患者がさまざまな社会的役割を持った多元的自己として存在すること、疾患をコ
ントロールすること、この両方を限られた時間・資源のなかで、主体的・能動的に行うこと
を含んでいる。 
 一方で、これまで患者をエンパワメントし、ピアサポートで支えてきた日本国内の各患者
会は、役員の高齢化および役員の後継者不足、新規会員の確保困難を理由に、急速な勢いで、
各地の患者会の休会や解散が増加、患者同士の「語りの場」が消失しつつあった。しかし、
患者同士の「語りの場」の欠如は、疾患の予後に大きく影響する。前回の研究で CDSPM を
もとに英国で実践されている EPP（Expert Patients Programme）を現地調査し、実践者お
よび患者にインタビューした際にも、仲間とともに日々の生活をいかに患者自身が有意義
なものにするのかが主題として語られた。とりわけ、英国 Hereford では、EPP 参加者らが
プログラム前後のお茶会や同じ建物内での趣味活動（編み物等の創作）を楽しんでおり、こ
うした活動もまた EPP への参加を促進し、患者同士のつながりを強化していた。 以上のこ
とより、慢性疾患患者らは、なんらかのアクティビティや病いの経験を語れる場があれば、
患者コミュニティへの参加が促進されるため、慢性疾患患者のための場づくりを目指した。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、慢性疾患患者がこの「なんとかやりくりする能力」を獲得するための、いわ
ば、足場となる場づくりをワークショップの手法によって試み、その効果を明らかにするこ
とである。 
 



３．研究の方法 
本研究の計画は、当初、先行事例である英国の視察や成人慢性疾患患者を対象としたワー

クショップの実践を含むものであったが、おりしも、新型コロナウィルス流行の影響を受け、
慢性疾患患者との接触や渡英に関して中止の判断をせざるを得ず、計画の変更を余儀なく
された。したがって、以下の新たな研究計画を立案、遂行した。 
１）理論的基盤の検討および対象毎のプログラム作成 
 ①新たな健康概念「なんとかやりくりする能力」の理論的検討 

②参加者がワークショップでの体験を通して「なんとかやりくりする能力」を獲得するた
めのプログラムを対象に合わせた内容でダンスワークショップのプログラムを作成。
目的と方法の妥当性、負荷等を十分に検討した。 

２）地域住民を対象としたワークショップの実践と評価 
（１）対象者 
 ①地域高齢者（地域包括支援センター高齢者カフェ利用者） 
 ②小学生（地域包括支援センター地域カフェ利用児童） 
 ③地域住民親子（小学生から高校生までの児童生徒およびその父母） 
（２）データ収集方法 
 ①依頼方法 
  上記対象者が利用している施設管理者に研究協力を依頼、管理者を通して対象者にワ

ークショップのチラシと研究依頼書および同意書を配布した。事前の同意書の提出を
もって研究参加への同意とした（以下参加者）。 

 ②調査内容・方法 
 ・映像：事前に参加者の同意を得て、ワークショップの様子を動画および写真で撮影した。 
 ・質問紙調査：ワークショップ終了時に、未成年を除く参加者に先行研究を参考に独自に

作成した質問紙調査を実施した。 
 ・インタビュー：企画運営に関わった地域包括支援センターの職員、ファシリテーターに、

ワークショップの企画運営、成果について、半構造的インタビューを実施した。 
（３）分析方法 
 ・映像：ワークショップのグランドデザインの構造（苅宿 2012）およびビデオによるリ

フレクション（佐伯 2018）を参考に、地域包括支援センターの職員、ファシリ
テーターらとともに、分析を行った。 

・質問紙：単純集計とした。 
・インタビュー：社会的相互行為の理論を参考に、参加者とファシリテーター、地域包括

支援センターの職員との関りのプロセスに着目して、質的に分析した。 
（４）倫理的配慮 
  研究者の所属機関の倫理委員会の承認後、任意性の保障、安全なプログラムの保障、個

人情報の保護に十分に配慮し、ワークショップの実践および分析を行った。 



３）ワークショッププログラムの精錬 
   上記の映像分析、質問紙の集計結果、インタビュー結果をもとに、関係者間で検討を

重ね、プログラムを修正した。 
４）追加調査・実践 
   修正したプログラムをもとに、半年後、さらに半年後（前回実施より 1 年後）に再

度、同じ対象者に実践を計画した。 
４．研究成果 
１）理論的基盤の検討および対象毎のプログラム作成 
   医療社会学者 2 名、相互行為論の専門家 2 名により定期的な検討会を開催し、本ワ

ークショップの理論的基盤となる「なんとかやりくりする能力」の医療社会学における
位置づけや背景となる相互行為論について、十分な整理を行った。それらをもとに、ワ
ークショップの実践経験豊富なファシリテーター2 名と、対象毎のプログラムの作成を
行った。プログラムは、音や道具の使用により、参加者の自由な表現や動きを引き出し、
身体感覚を通して参加者自身の身体の可能性や他者との関係について関心を高め、参
加者が主観的健康・社会的健康を実感できることをねらいとした。 

２）地域住民を対象としたワークショップの実践と評価 
①参加者らの反応 

（１）質問紙調査 
参加者は 42 名、年齢は 40-90 代、9 割が女性であった。アンケートの結果、参加者の

ほとんどが「思ったより動けた」「まだまだ元気だ」等の主観的健康を感じていた。 
（２）ワークショップ映像分析 

ワークショップでは、笑い声や手拍子、即興的なポージングなど、参加者が自由な表現
を楽しむ様子がみられた。お囃子に合わせて自由に踊る場面では、全員でその場を支えて
盛り上げていく様子や、熟練した踊りの仕草や民謡の掛け声を披露し合うなど遊び心の
ある豊かな表現がみられたことが印象的であった。なかでも、春の花を表現するワークで
は、地面から開花する福寿草の力強さや梅のつぼみの固さなど、普段の生活を背景にした
豊かな芸術性が個性を持って表現され、参加者同士がお互いの表現を鑑賞し楽しむ様子
がみられた。また、苅宿らのワークショップのグランドデザインの構造によって実践を分
析した結果、ワークショップの 4 要素（身体性・即興性・協働性・自己原因性感覚）が確
認された。 

（３）インタビュー 
①ファシリテーターらの反応 

ファシリテーターらは、参加者らの山形の自然に親しむ生活様式から生まれる独特な
表現が印象的であったとし、参加者の反応から自身のワークショップを省察し、自身の活
動や表現の方向性を再確認していた。 
②地域包括支援センター職員の反応 



センター職員へのインタビューでは、参加者の新たな一面を発見した驚きや参加者の
「いつもの関係性」や「意外な関係性」が発展していた様子についても語られた。 

３）ワークショッププログラムの精錬 
   上記の結果を受けて、関係者間で検討を重ね、新たなプログラムを作成した。より地

域の文化的背景を活用した内容、身体負荷などについて修正した内容となった。 
４）追加調査・実践 
   修正したプログラムをもとに、半年後に再度実践を計画したが、感染症流行のため中

止、さらに半年後（前回実施より 1 年後）に再度、計画するが、感染症の流行波到来の
ため、中止とした。 

 
５．まとめ 

本ワークショップの最大の特徴は、方言、コミュニティの風土、暮らし方などの文化的背
景の共有により、普段の生活と地続きの豊かな表現活動が可能であった点である。加えて、
地域包括支援センター職員の協力で、事前に参加者の特性（身体機能、生活状況等）を把握
し、参加者の特性を考慮した安全なプログラムが実践できたことも重要であった。 
 以上のことから、このワークショップの主な成功要因として、理論に基づいた有効なプロ
グラム（有効性の担保）、その地元の文化や生活を熟知したファシリテーター（地元文化の
活用）、さらには、参加者の特性とプログラム内容を調整できる人材や仕組み（安全性の保
障）がよく機能したことの 3 点が明らかとなった。 

今後は、今回の結果をもとに、研究協力者らと実践を重ねていくことを計画している。 
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